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他都市のフッ化物洗口の取り組みについて 

 

１ 集団のフッ化物洗口の普及状況（平成２４年３月末現在） 

（１）全国の実施状況 

都道府県 洗口実施施設数 洗口実施する子どもの数 

４７ ８，５８４施設 ８９１，６５５人 

 ※NPO 法人むし歯予防フッ素推進会議、財団法人８０２０推進財団、WHO 口腔保健協力センター共同調査 

 ※保育所・幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校等の実績 

 

 （２）フッ化物洗口実施人数上位５都道府県  

県名 実施施設数 実施人数 

愛知 ７８２ １２１，６２９ 

京都 ３６６ ９６，８０４ 

新潟 ９２９ ９３，００２ 

佐賀 ４６９ ６３，１５２ 

秋田 ３８１ ４１，７９９ 

 

２ 他都市におけるフッ化物洗口の取り組み 

（１）政令市の状況                   平成２５年９月調査 

政令市 開始年度 
実施小学校 

（全市立学校数） 
費用負担 

岡山市 平成８年度～ １０校（９１校） 公費 

静岡市 平成６年度～ ４校（９０校） 公費 

新潟市 
小学校：昭和４９年度～ 

中学校：昭和５０年度～ 

３４校（１１３校） 

８校（５８中学校） 
公費 

京都市 平成５年度～ １６８校（１６８校） 公費 

浜松市 平成５年度～ １校（１０４校） 公費 

 ※１９市中５市実施 

（２）先進政令市の取り組み（視察：平成２４年１２月４日（火）～６日（木）） 

 【岡山市】 

・ 平成５年～７年 １小学校において実施（岡山大学の協力のもと） 

・ 平成８年以降、市の事業として、小学校で導入後、幼稚園、保育園に拡大。 

 

○岡山市浦安小学校におけるフッ化物洗口について 

《実施状況》 

・ ５５６人実施（５５９人中）平成２４年４月現在 

  《導入》  

・ 関係者等の反対もなく導入され、現在も先生方の負担感はない。 

  《実施方法》 

・ 毎週水曜日（特別支援学級の児童も実施） 

・ 洗口実施時間 各クラス朝～３時間目までに実施（統一ではない） 

資料１－２ 
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・ 紙コップ使用 

・ 洗口を希望しない児童：３名→水でうがい（水うがい用のボトルも用意） 

《実施内容》 

・ フッ化物洗口液作製：養護教諭（前日夕方作製→時間は決めていない。作製時間：１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 洗口液はクラス毎に紙コップとカゴに入れ、クラス毎の棚に収納 

 

 

 

 

 

 

 

・ 朝、各クラスの保健委員が保健室のクラス毎の棚に設置してあるカゴ（洗口液、紙コップ）

と健康観察表を取りに来る。→水うがいがあるクラスは、ボトル２本（棚に歯のシール有） 

・ 洗口液の分注は、担任が実施（１年のみ先生が分注したコップを保健委員が各児童に配る。

それ以外の学年は、担任が分注。） 

・ 各クラスに設置しているＣＤにあわせて洗口の実施 

・ 紙コップに吐き出した洗口液は、各自で洗口場に捨て、コップは保健委員が回収 

・ 洗口液が入っていたボトルは、各保健委員がすすいで保健室に返納する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

         （ 写真：平成２４年１２月４日の浦安小学校視察時の写真から） 
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【京都市】 

・ 平成５年度 ３小学校で実施 

・ 平成１５年度 フッ化物洗口マニュアル作成準備及び学校医、学校歯科医、学校薬剤師に対し

説明。 

・ 平成１６年度 フッ化物洗口マニュアル作成・配布 １４小学校で導入。 

・ 平成１６年、１７年度に校長等管理職を対象とした研修会を開催 ２７校導入。 

・ 平成１８年度全市導入に向けた準備開始。 

・ 平成２０年度全小学校で実施。 

 

○京都市二条城北小学校におけるフッ化物洗口について 

《実施状況》 

・４２９人実施（４４２人中）平成２４年４月現在 

普通学級：１３学級  

特別支援学級：９学級（難聴学級、育成学級等） 

※ 難聴学級の子どもにも配慮し音楽による洗口ではなく、目で見て理解できるようにモニ

ターでオリジナルの映像を見ながら洗口を行っている。 

 《導入》  

・ 学校保健計画に位置づけを行い、フッ化物洗口実施（案）を提案後、実施。 

《実施方法》 

・ 毎週木曜日（難聴学級、育成学級、児相から通学の児童も実施） 

・ 洗口実施時間 ８時３０分から（統一ではない） 

・ マイコップ使用 

・ 洗口希望しない児童→水でうがい 

《保護者等への周知》 

・ 学校のホームページで情報提供し、学校保健委員会で有病者率等の報告。 

・ 授業参観等での保護者への洗口体験実施。 

《実施内容》 

・ 洗口液の作製は、教頭と養護教諭（当日の朝から作製）が実施。 

・ 作製したフッ化物洗口液はクラス毎にボトルに入れ、職員室で各担任に渡す。 

・ 洗口液の分注は、担任教諭が実施。 

・ 各クラスのモニターを見ながら洗口の実施 

       

（写真：二条城北小学校ホームページから） 
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・ コップに吐き出した洗口液は、各自で洗口場に捨てる。 

・ コップは手洗いし、各自持ち帰る。 

・ １つの洗口場は、４クラスで使用のため、班毎に並んで洗口場に行く。 

・ 洗口液が入っていたボトルは、担任が保健室に返納する。 

 

（３）先進県の取り組み 

【佐賀県】 

・ 平成１４年度 小学校で導入され、平成２３年度では１６８校中１６６小学校で実施。 

・ 平成２１年３月、小学校でのフッ化物洗口実施率８７.５％と全国一高い実施率。 

・ １２歳児の一人当たりむし歯本数が平成１８年度２.０本(全国２９位)から、平成２４年度には 

・ ０.８本（全国４位）と大幅に減少している。 

・ 県・県教育委員会・県歯科医師会の３者でテレビスポットや新聞等のマスメディアを利用して正

しい情報を県民に提供し、関係者の理解を図った。 

     

【新潟県】 

・ 昭和４９年４月、全国に先駆け小学校で開始、中学校では、昭和５０年４月から開始。 

・ その結果、現在、１２歳児の一人当たりむし歯本数が平成２４年度０.６本と、全国で最も少

ない県となっている。 

   

 


